小学６年生を対象とした天体についての学習内容

1 目的

この学習は、継続性を保持し、星を通して科学的な興味・疑問や好奇心をもたせ、自発的な観測や観察を行えるように指導し、観察する目を養う事を目的とし、同時に、自然との営みの共有ついての学習も同時に行う。

2 学習間隔

1クラスに対して４回

3 学習内容

· 第一回：星空体験談

· 第二回：星空探訪

· 第三回：木々や小鳥達も宇宙と生きている

· 第四回：星の動き

4 利用器材

スライド映写機・ビデオプロジェクター・パソコン・ビデオデッキ・スクリーン・日本地図

5 学習内容について

· 第一回：星空体験談

私の星空体験を交えてスライド映写を行い、子ども達の体験談も引き出して「星」そのものに対しての興味を引き出す。日本地図の活用。

a. 自己紹介と登山をしたときの星空体験談（日本地図の利用）

１０分

b. 子ども達の一番凄かった星空体験の発表（数名指名・日本地図の利用）
１５分

c. 登山をして撮影したスライドの映写（スライド映写機の利用）

５分

d. なぜ星がよく見えたのかの意見交換（この夏の星の見所）


１５分

· 第二回：星空探訪

前回の体験談を参照しながら、星座の位置関係・時間との関係についてと、星座の神話や四季による星座の移り変わりについての学習。

この時、パソコンプラネタリウムの実施。

a. 子ども達は夏での星空体験が多いと予想し、夏に見える冬の星座などの意見交換。

（パソコンプラネタリウムの実施）




１５分

b. 星は常に動き（日周運動）、季節によって見える星（星座）も変わる事の説明。

（パソコンプラネタリウムの実施）




５分

c. 主な星座のギリシャ神話などの雑学。




１５分

d. 今の星座についての説明（パソコンプラネタリウムの実施）

１０分

· 第三回：木々や小鳥達も宇宙と生きている

自然との共存についての学習。宇宙のサイクルで地球や地上の生き物が協調していることの学習を行い、スライドの映写を行う。

a. 夜の時間の流れと、空の移り変わりについて

（太陽が沈んでもすぐには暗くならないなど）。（スライド映写機の利用）
１０分

b. 四季に応じて夜のにおいの変化について




１０分

c. 夜と植物・動物の動きの関係。





１０分

d. 私たちは、あの星から作られた。




１５分

· 第四回：星の動き

具体的な星の運行・惑星の運行とその姿や現在の最新情報の紹介を行う。

パソコンを用いた視覚的な学習を行い、感覚での学習を行う。

また、ビデオの映写も考慮する。

a. 星の色と惑星の色や明るさにつてい。




５分

b. 惑星の衛星と惑星の動きや見え方。




１５分

c. 北極星を中心とした星の動きについて。




１０分

d. 星や惑星についての意見交換。





１５分

6 利用器材について

基本的にすべて、私の方で手配いたします。

· スライド映写機

 私個人所有あり、これを利用することを基本とする。

· ビデオプロジェクター（パソコン対応）

三南ライブラリーからの借用を基本とし、私個人で手配いたします。

· パソコン


ノートパソコンが私個人であり、これを利用することを基本とする。

· ビデオデッキ

８mmデッキ（ポータブル）が私個人所有あり、これを利用することを基本とする。

· スクリーン

学校側より借用をお願いいたします

· 日本地図


学校側より借用をお願いいたします。

